
「社会学・社会福祉学研究」投稿規程

本学科が発行する機関紙の名称は「社会学・社会福祉学研究」『Journal of  Sociology and Social Welfare』 
とする。

本誌は、本学「医療福祉学部保健福祉学科」及び「現代社会学部現代社会学科」教員の研究活動の一環と

して設けられたものであり、学術研究の発展と教育の向上をはかることを目的とする。

【投稿資格】

1. 投稿できる者は両学科の専任教員（非常勤を含む）、及びその共同研究者、あるいは図書・紀要委員

会の長が依頼した執筆者とする。

【論文の種類・長さ】

1. 本誌に掲載される論文の種類は、論文、研究ノート、資料、その他とする。

2. 投稿原稿の種類と内容は以下の通りである。

論文：１つのテーマに関連する研究論文の総括、新知見または創意を含む独創的な研究論文および観

察等

研究ノート：独自性（視点、手法）に富み、かつ将来研究成果が期待し得るもの

資料：調査、統計等に関するもので、有用と思われる情報、資料

3. 原稿は刷り上り13頁以内（20,000字以内）とする。

【論文の投稿・受理】

1． 投稿者は、原稿と必要書類を10月末日までに図書・紀要委員会まで提出するものとする。なお、郵送

による場合には、期限当日の消印を有効とする。

2． 投稿原稿は、他紙に未掲載のものでなければならない。 
【査読】

1． 原稿が投稿された場合、図書・紀要委員会は適任者２名を選出し、査読を依頼する。 
2． 査読の意見書等の様式は、図書・紀要委員会が定める。 
3． 図書・紀要委員長は、査読者の意見書等を添付し、その結果を投稿者に報告する。 
4． 投稿された原稿の掲載の決定は査読者の意見を参考にして図書・紀要委員会が行なう。修正を求めら

れた場合は、指摘された事項に対応して10日以内に訂正を施し、訂正原稿を図書・紀要委員会に再提

出する。

【発行および編集】

1. 本誌は年１回発行とし、発行日は３月末日とする。

2. 本誌の発行者は保健福祉学科長とする。

【図書・紀要委員会】

１. 図書・紀要委員会に図書・紀要委員長を置く。

２. 委員長は図書・紀要委員会の招集、原稿のとりまとめ、査読依頼などにあたる。

３. 図書・紀要委員会の構成は、専任教員の中から３名以上選出し、委員の互選により委員長を決定する。

４. 委員および委員長の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。委員が任期未了で交代した場合、

後任者は前任者の残任期間とする。

５. 図書・紀要委員会は、本誌の刊行計画を立案し、投稿原稿の受理、査読適任者の検討、掲載論文の決

定、論文の校正などにあたる。また本誌の規定・執筆要領の改正などにもあたる。

【原稿の作成】

１. 原稿の作成は別に定める執筆要領に従う。

【改正等】

１. 本規定の改正等については、図書・紀要委員会の議を経て学科会の承認を得るものとする。

付則  この規定は令和３年４月１日より施行する。
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「社会学・社会福祉学研究」執筆要領 
 
【原稿の形式】 
１. 日本語ワードプロセッサーを用いる。 
２. A4版の縦置きで全角40字×40行（原則として横書）、上下左右の余白は30㎜とする。 
３. 使用言語は和文または英文とする。原稿の長さは投稿１篇につき本文、図、表、文献、写真等を含め

て 20,000 文字（英文は半角文字で換算し、図表一枚は全角文字 400 字に換算する）以内、刷り上が

りで13ページ以内（1ページは約1,600字に相当する）とする。 
４. 英文はダブルスペースとする。 
 
【原稿の書き方】 
１. 原稿等の構成は各分野の慣習に従うものとするが、基本的な掲載順序については以下のように定める。 
（ア） 論題（MS明朝、16p、センタリング） 
（イ） 著者名（姓と名の間は半角で1文字あける。複数の著者を列記する場合は全角で1文字あける） 
（ウ） 所属(著者名の右肩に*1，*2…をつけ、それに対応する所属名を欄外に脚注として記入する) 
（エ） 要旨（400字以内） 
（オ） キーワード（5語以内） 
（カ） ランニングヘッド（20文字以内） 
（キ） 本文（緒言、目的、研究対象及び研究方法、結果、考察、結論の順に記載する） 
（ク） 注・引用文献・参考文献 
（ケ） 英文の論題、著者名、250 語程度の英文抄録、キーワード（5 語以内）を末尾に記入する（本

文が英文の場合は、400語程度の和文抄録とする）。 
２. 章、節、等の数字はⅠ．、1.、1）の順に使用する。 
３. 英文抄録については、必ず専門家または英語を母国語とする者のチェックを受けること。 
４. 単位は国際単位系（SI:Systeme International d’Uniites）を使用する。 
５. 図および表の番号は、例えば、Fig.2、Table5または図2、表5のように記す。図と表は挿入希望箇所

を本文原稿中の欄外に朱書きで指定し、原則として本文原稿とは別にする。 
６. 図、写真はそのまま印刷できる明瞭なものとし、裏面に番号、上下を記す。 
７. その他詳細はレイアウト見本（別紙）に従うものとする。 
 
【注・引用文献の記載方法及び例】 
１. 注の表示は、注1)、注2)などの通し番号を付し、文末に一括して注番号順に記載する。 
２. 引用文献は、本文中の該当箇所の右肩に 1)、2),3)~5)、6)~8)など通し番号を付し、本文の最後に一括して引

用番号順に記載する。なお、注の欄と引用文献の欄は別に設ける。 
３. 文献の著者が 3 人までは全員、４人以上の場合は 3 人目までを挙げ、4 人目以降は省略して、他とす

る。 
４. 雑誌名は原則として省略しないこととする。その雑誌が使用している略名がある場合は使用してもよ

い。 
５. 記載方法は下記の例に従う。 
注の記載例） 
  黒川 7)は、Aについて「―――――――」と述べている注1)。 
  (注) 
  注1)ただし黒川は、Bについてはこれほど明確に述べているわけではない。 

(引用文献) 
7)黒川誠，中井勇治、介護福祉士から見た住まいの改造と工夫．日本保健福祉学会誌 1945;2(5):17-22. 
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  引用文献の記載例） 
    Ⅰ． 雑誌の場合：著者名．表題．雑誌名 発行年(西暦)；巻(号)：頁-頁. 

1） 布施道弘，吉田博，馬場浩雄，他．地域在住高齢者の主観的幸福感に関する研究．日本公衆衛

生雑誌 1996;45:3-15. 
      2） Browson RC. Occupation ,smoking ,and alcohol in the epidemiology of badder cancer. Am J 

Public Health 1987; 77:1234-1444. 
    Ⅱ． 単行本の場合:著者名．表題．編者名．書名．発行所所在地：発行所，発行年(西暦)；頁-頁. 
   1) 武本淳．社会福祉援助技術演習．松任谷哲，編．新しい福祉．東京：国見出版，2002;22-43 
      2)  Rothman KJ. Modern Epidemiology. Boston: Brown and Co, 1986; 56-67. 
 
【投稿の方法】 
１. 投稿原稿は、正版1部、副版1部とし、電子ファイルをメール添付（添付ファイルの容量が10MB以

上になる場合は、別途、図書・紀要委員会と相談）で所定の日時までに提出する。正版のみ、著者名

と所属を記載する。副版はコピーでもよいが写真は正版と同じにする。 
２. 本誌への投稿、編集、印刷に関する問い合わせは、すべて下記宛とする。なお、掲載した論文の原稿

は、原則として返却しない。 
 
 

東北文化学園大学 現代社会学部 現代社会学科 
         「社会学・社会福祉学研究」図書・紀要委員会 村田道彦 宛 
                   E-mail ： murata@hss.tbgu.ac.jp 
 
 
【校正】 
１. 著者校正は初稿のみとし、7 日以内に著者が行なう。校正は、原則として原文を訂正せず、脱落・誤

植の訂正にとどめるものとする。 
２. 印刷の体裁は図書・紀要委員会に一任する。 
 
【掲載料、別刷料】 
１. 掲載料については本規定に定める制限範囲のものについては、これを徴収しない。制限を超える場合、

カラー印刷、あるいは校正の際の加除により経費が必要となった時は、その実費を徴収する。 
 
【その他】 
１. この要領は令和3年4月1日から適用する。 
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編 集 後 記

東北文化学園大学現代社会学部現代社会学科および医療福祉学部保健福祉学科の合併紀
要「社会学・社会福祉学研究」第₁巻をここに発行することができました。
お忙しい中、寄稿ならびに査読にご協力をいただきました皆さまに心より感謝申し上げ
ます。
現在、広がりを見せている新型コロナウイルス感染症は、さまざまな産業が打撃を受け、
外出自粛によるフレイルのリスク増大、教育格差拡大等、社会に甚大な影響をもたらして
います。一方で、オンライン診療の拡大やテレワークの普及、オンライン教育の充実など、
既存の社会課題の解決がコロナ禍で加速しているのも事実です。
特に、学校教育では、対面の公的教育だけでなく、ITを活用したバーチャルな学習環
境など、新たな学習機会と環境を提供していくことが必須になっております。
今回の投稿記事はこのような状況のなか専門教育の指導を前提として、多面的な問題に
取り組み課題を解決するだけではなく、理想の未来を作り出すための筋道も提示した実践
と研究が報告されております。それぞれ意欲的な力作ぞろいであり、社会学および社会福
祉学の発展に寄与するものと思います。
保健福祉学科におかれましては、大学全体の学部学科再編の動きのなかで、新たに現代
社会学科として生まれ変わり、今後も変革を迫られていくことでしょう。　また、ウィズ
コロナ時代を念頭においたオープンイノベーションの取り組みある大学の一助となりま
す。
そのような時期だからこそ、本誌を今後とも充実したものとし、学外への学術情報発信
をより活発なものとするべく、今後とも皆さまのご寄稿ならびに本誌へのご意見をお待ち
しております。

（村田　道彦）

（保健福祉学科図書紀要委員会）
●図書紀要委員長　　村　田　道　彦

●図書紀要委員　　　森　田　慎二郎
小　渕　高　志
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